


【事業期間】
開始 ：2021年 8月
終了 ：2026年 3月

【事業の必要性】
実際の工場へ再エネ機器を効率良く導入しCO2排出量を低減

【事業の最終目標】
１）水素混合燃料対応の高効率固体酸化物形燃料電池（SOFC）を開発

２）工場需要に見合う再エネ機器の設備容量を検討するシミュレーション
プログラムを作成

３）実際の工場へ水素混合SOFC等の再エネ機器を設置し、エネマネ制御
によるCO2排出量低減効果などを検証
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７．成果のまとめ
【水素混合SOFCの開発】
・エジェクターによる燃料リサイクルの最適化と空気予熱器の熱マネ改良により、
目標効率60%を超える水素混合SOFCを開発した。（水素混合比50vol.%）

【CN推進：実際の工場におけるエネマネ実証】
・シミュレーション計算結果の比率（1/50スケール）でデンソー福島に各種機器を設置
・エネマネ制御による連続運転でCO2排出係数0.441⇒0.259を確認

【水素混合SOFCの開発】
・更なる高効率化によるランニングコスト低減と、機能品の統廃合などを含めた
システムコストダウンや施工費等のイニシャルコスト低減を検討していく

【CN推進：実際の工場におけるエネマネ実証】
・系統電力使用量の低減など、制御面でのレベルアップを図っていく

８．今後の見通しについて
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